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◆今後の業務改善に向けた考え方

令和５年度　　指定管理者モニタリングレポート

担当部課
（問合せ先）

丹波篠山市沢田１２０－３

丹波篠山市障害者総合支援センタースマイルささやま

丹波篠山市東沢田２４０番地

　本施設の管理運営業務の確認にあたっては、管理運営状況を事業報告書、実地
調査、指定管理者へのヒアリング等により把握しました。
　その後、指定管理者の選定に用いた選定基準等に示された項目ごとに、次葉の
通り、具体的な業務の履行状況等についての確認結果をコメントしたうえで、「モニ
タリングの総合コメント」及び「今後の業務改善に向けた考え方」を記載しました。

社会福祉法人わかたけ福祉会

理事長　明山　重則

施設名

指定管理者

所在地

指定管理者管理期間  令和３年４月１日から令和８年３月３１日（５年間）

モニタリングの
実施方針・
方法・回数等

保健福祉部　社会福祉課
ＴＥＬ：０７９－５５２－７１０２
Ｅ－mail　shakaifuku_div@city.sasayama.hyogo.jp

◆モニタリングの総合コメント

　障がい者等の方々に対して、自立的生活の助長、利用者の社会参加の促進、心身の維持並びに利用者
の家族の身体的及び精神的負担の軽減を図るための障害者支援施設であるという丹波篠山市障害者総合
支援センタースマイルささやまの設置理念に基づき、専門性の高い障害福祉サービス等のサービスを提供
し、指定管理者導入の目的である市民サービスの向上について責務に努められてきました。
　業務内容については、条例・規則を遵守し仕様書等に定める業務の適正実施について、生活介護事業に
おいて複数の支援員の中途退職により一時期混乱をきたしたことがありました。その事案に関しては既に修
復されましたが、利用者の生きがいの創出を図り、安全・安心に利用できる施設運営に支障をきたさないよう
な取り組みを求めます。
　就労系サービスや地域活動支援センターにつきましては積極的に利用者の日常生活や社会生活を営む
ことができるよう支援されるとともに、感染症対策についても適切に対応されました。
　人材確保については全国共通の課題なっていますが、利用者やその家族が安心できる施設運営に取り組
んでください。

全国的に障害福祉サービス給付費の増加傾向が過年度から続いているところであり、本市においても同様
の傾向の中、各々に応じた適切なサービス及びサービス量を提供できるように取り組んでいく必要がありま
す。
　建物については、平成13年及び14年に建築された施設であることから、経年劣化による機器等の修繕や
更新が必要な状況の中、適正なサービス提供を維持するため、市とともに多くの設備等の修繕、更新に取り
組まれました。また、今年度においては、就労系サービスで使用する製パン機器（ホイロ２台、ドウコンディ
ショナー２台の更新が完了しました。
　生活介護事業においては、複数の支援員の中途退職により重度の障がいのある利用者の受け入れ体制
について、一時期混乱をきたしたことがありました。その事案に関しては既に修復されましたが、今後も利用
希望者が増えることも想定されることからも、利用者やその家族が安心できる施設運営の取り組みを行いま
す。
　今後、他のサービスも含め、更なるソフト面、ハード面、両面の整備が必要になってきており、とりわけ人材
確保については、障がい福祉にかかる喫緊の課題となっています。市と指定管理者が連携を図り、安全、安
心なサービスの提供ができるように取り組んでいきます。



　防災等の各種対応マニュアルを作成し、防災訓練等の訓練も実施されていました。また、利用者の安全確
保のために、日ごろからの危機管理に対する適切な応対体制が整っていました。

●危機管理体制の確保（災害等緊急時の対応、苦情対応等）

●市民サービスの向上につながる質の高い管理運営（平等利用、利用促進等）

●管理運営方針（施設の設置目的と市の管理運営方針との整合性）

　「障害者総合支援法」「身体障害者福祉法」「知的障害者福祉法」「児童福祉法」「精神保健及び精神障害
者福祉に関する法律」において、障がい者の方々に対して、自立的生活の助長、利用者の社会参加の促
進、心身の維持並びに利用者の家族の身体的及び精神的負担の軽減を図るための障害者支援施設であ
るという設置理念に基づき運営が行われていました。

●費用対効果の観点等から、効率的な管理運営（収支計画の適格性、効率的な維持管理）

　管理運営について、収入の範囲内において適正に執行されていました。
　国保連合会からの自立支援等などの収入、施設管理費等の支出について適正に処理されていました。ま
た、領収書や経理関係調書も整理保管されており、施設の利用に関する保守点検等に関する報告書類も
整理保管されていました。

●法令・条例等の適切な運用状況

　１　施設の運営に必要な許認可の取得状況及び許可期間（期限）の状況
　　　〇指定期間
　　　　生活介護、就労継続支援Ｂ型、就労移行支援：（許可 R3.4.1、期限 R9.3.31）
　　　　共同生活援助：（許可 H30.10.1、期限 R6.9.30）
　　　　障害者地域活動支援センター：（許可 H18.10.1、期限なし）
　
　２　条例に規定されている事項の運用状況（利用料金等の単価、開館時間等）
　　　 　条例及び規則に基づく時間、グループホーム使用料を施設のパンフレットで確認。
　
　
　３　条例に定める事項以外の利用方法がある場合には、その許可日、内容
　　　「該当なし」

　事業収支について、当初計画の範囲内において執行されました。指定管理料は令和４年度比約８8．５％
でありました。

団体の経営状態

●経営の健全性

事業収支

　指定管理者から提出された財務状況について、特に大きな課題や問題はなく、財務指標についても特に
問題はないと判断しました。

　施設の設置目的、指定管理者の意義及び施設管理者が行う管理運営業務の実施にあたって求められる
公共性を理解され、社会福祉法人である指定管理者の能力を活かされて、障がい者に対する専門性の高
い障害福祉サービス等のサービスを提供されていました。
　しかし、生活介護事業においては、複数の支援員の中途退職により重度の障がいのある利用者の受け入
れ体制について、一時期混乱をきたしたことがありました。その事案に関しては既に修復されましたが、今後
も利用希望者が増えることも想定されることからも、利用者やその家族が安心できる施設運営の取り組みを
求めます。

業務内容

●経済性



１．施設の概要 令和5年度

２．運営状況

３．利用実績

0 0.0%

施　設　概　要　調　書

所管課：

設置年月日：

社会福祉課

平成14年4月1日

終日

終日

実施計画

実施計画

開館日数

開館時間

設置目的

12,560

実施内容
（事業報告書） 計画対比

敷地面積（㎡）

延床面積（㎡）

障害者地域活動支援
センター

鉄筋コンクリート造　地上２階建
生活介護室、機能訓練室、特殊浴場、談話室、調理実習
室、その他事務所等

生活介護業務、就労継続支援Ｂ型、就労移行支援、共同
生活援助・共同生活介護、障害者地域活動支援センター
業務

丹波篠山市障害者総合支援センタースマイルささやまの設置及び管理に関する条
例

260

13,140

5,291.0

項目

2,572.6

設置の根拠
（法令、条例等）

設備の概要

事業概要

8,400

1,460

260

計

1,460

90.1%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

95.6%

実施内容
（事業報告書）

8,226 97.9%

丹波篠山市障害者総合支援セン
タースマイルささやま

丹波篠山市東沢田２４０番地

　障害者の自立と社会参加、経済、文化等の活動への参加を促進し福祉の向上を
図るため

項目

施設の概要

計画対比

120

生活介護 2,900 2,614

施設名

所在地

就労移行支援延べ
利用者数

終日

就労継続支援Ｂ型

終日

共同生活援助



４．事業収支 （単位：円、％）

0.0%

219,286,678 89.8%

31,983,000 32,781,479

22.4%

95.2%

36.4%

81.4%

102.5%

2,377,000

141,000 114,800

2,262,907

775,000 282,412

指定管理料 70,728,800 70,728,800

福利厚生費

雑支出 263,990

1,928,738

その他の収入

当期末支払い資金残高 7,625,200 0

3,349,347

3,671,000 3,600,813

日用品費 2,025,000 1,146,395

53,000 11,888

2,316,680

37.7%

95.1%

87.0%

98.1%

障害福祉サービス等事業収入

受取利息配当金収入

96.5%

325,000 325,000

2,437,000

経常経費寄付金収入

840,314 81.1%

1,643 27.4%

678,000 1,420,665 209.5%

100.0%

車輌費

教養娯楽費 1,320,000 328,448 24.9%

100.0%

425,000 369,617

50.6%

83.1%

30.9%

6,000

1,036,000

73.7%

286,000

項目 実施計画
実施内容

（事業報告書） 計画対比

31,938,000就労支援事業収入

収支（Ａ）－（Ｂ） 0
14,496,210（返還対象
額：12,652,362円）

拠点区分間繰入金支出 1,600,000 1,600,000 100.0%

支出計（Ｂ） 244,236,000

92.3%

水道光熱費 7,879,000 6,928,726 87.9%

消耗器具備品費 496,000 365,755 73.7%

4,545,000

56.6%

給食費 3,530,000 3,791,872 107.4%

保健衛生費 821,000 404,783 49.3%

87.0%

法定福利費 21,030,000 18,192,629 86.5%

38,908,966 93.9%

退職給付 2,626,000 2,492,000 94.9%

77,304,580 87.5%

職員賞与 20,198,000 17,940,351 88.8%

収入計（Ａ） 244,236,000 233,782,888 95.7%

32,993,725 103.3%

132,935,000 128,313,055

17,000

68,200

71.0%

12.2%

73.7%

20.3%

職員給料 88,395,000

非常勤職員給与 41,419,000

退職共済預け金 2,216,000

55,000

181,000

288,660

700,000 581,514

292,486

39,160

451,668

20,500

会議費

広報費

業務委託費

手数料

賃借料

職員被服費

研修研究費

事務消耗品費

印刷製本費

412,000

320,000

613,000

101,000

570,000

通信運搬費

修繕費

租税公課

保守料

渉外費

諸会費

就労支援事業販売原価支出



４－２．事業収支（簡略版） （単位：円、％）

その他収入 1,009,000 1,747,308 173.2%

41,740,596

14,496,210（返還対象
額：12,652,362円）

156,767,264

18,179,316

0

実施内容
（事業報告書）

99.7%

233,782,888

32,993,725

128,313,055

70,728,800

項目

31,938,000

132,935,000

当期末支払い資金残高

70,728,800

7,625,200

収入計（Ａ）

244,236,000

0

支出計（Ｂ）

収支（Ａ）－（Ｂ）

219,286,678

業務委託費 41,862,000

95.7%

96.5%

100.0%

就労支援事業収入

89.8%

89.1%

80.8%

2,599,502

22,502,000

65.2%

175,884,000

3,988,000

0.0%

244,236,000

計画対比

103.3%

実施計画

事業費

事務費

障害福祉サービス等事業収入

指定管理料

人件費


